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二
〇
一
四
年
二
月
一
五
日

今
西
祐
一
郎
「
仮
名
日
記
と
日
付
」

基
礎
領
域
研
究

古
文
書
研
究
︵
継
続
︶

代
表
者
　
笠
谷
和
比
古

概
　
要
　
前
近
代
の
草
書
文
字
で
記
さ
れ
た
古
文
書
や
日
記
・
記
録
な

ど
の
読
解
を
行
う
。

近
世
風
俗
未
公
刊
資
料
解
読
︵
継
続
︶

代
表
者
　
早
川
聞
多

概
　
要
　
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
近
世
風
俗
資
料
の
解
読
お
よ
び
変
体
仮
名

の
解
読
演
習
を
行
う
。

フ
ラ
ン
ス
語
運
用
の
基
礎
／
応
用
︵
継
続
︶

代
表
者
　
稲
賀
繁
美

概
　
要
　
フ
ラ
ン
ス
語
の
運
用
の
基
礎
を
実
践
的
に
訓
練
し
、
あ
わ
せ

て
必
要
に
応
じ
て
論
文
講
読
、仏
文
論
文
作
成
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
。

韓
国
語
運
用
の
基
礎
／
応
用
︵
継
続
︶

代
表
者
　
松
田
利
彦

吉
田
　
亮
「
日
系
キ
リ
ス
ト
教
会
の
社
会
教
育
と
満
州
」

共
同
討
論
②
　
移
植
民
研
究
の
可
能
性
と
展
望

司
会
　
井
上
章
一

討
論
者
　
浅
野
豊
美
・
坂
口
満
宏
・
根
川
幸
男

日
記
の
総
合
的
研
究
の
総
括

（
研
究
代
表
者
　
倉
本
一
宏
、
幹
事
　
榎
本
　
渉
）

〔
共
同
研
究
員
名
〕

有
富
純
也
、
板
倉
則
衣
、
井
原
今
朝
男
、
今
谷
明
、
磐
下
徹
、
上
島

享
、
上
野
勝
之
、
小
倉
慈
司
、
尾
上
陽
介
、
加
藤
友
康
、
久
冨
木
原

玲
、
古
藤
真
平
、
近
藤
好
和
、
佐
藤
信
、
佐
藤
全
敏
、
下
郡
剛
、
末

松
剛
、
曽
我
良
成
、
中
村
康
夫
、
名
和
修
、
西
村
さ
と
み
、
カ
レ

ル
・
フ
ィ
ア
ラ
、
藤
本
孝
一
、
古
瀬
奈
津
子
、
松
薗
斉
、
三
橋
順

子
、
三
橋
正
、
森
公
章
、
山
下
克
明
、
吉
川
真
司
、
中
町
美
香
子
、

荒
木
浩
、
井
上
章
一
、
劉
暁
峰
、
堀
井
佳
代
子

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
二
回
研
究
会
〉

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
九
日

丸
山
裕
美
子
「
摂
関
・
院
政
期
の
病
と
医
療
」

〈
第
三
回
研
究
会
〉
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概
　
要
　
研
究
そ
の
他
の
業
務
で
韓
国
語
を
必
要
と
す
る
も
の
に
対

し
、
会
話
、
読
解
、
聴
解
の
習
得
を
目
指
し
た
授
業
を
行
う
。

中
国
語
運
用
の
基
礎
／
応
用
︵
継
続
︶

代
表
者
　
郭
　
南
燕

概
　
要
　
研
究
そ
の
他
の
業
務
で
中
国
語
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し

て
、
中
国
語
運
用
の
基
礎
を
実
践
的
に
訓
練
し
、
会
話
、
読
解
、
聴

解
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。


